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２

適
用
法
令
に
関
す
る
規
定

一
方
の
締
約
国
内
で
就
労
す
る
者
に
つ
い
て
は
、

当
該
一
方
の
締
約
国
の
法
令
の
み
を
適
用
す
る
。（
第

六
条
関
係
）

一
方
の
締
約
国
の
制
度
に
加
入
し
、
か
つ
、
他
方

の
締
約
国
に
一
時
的
に
派
遣
さ
れ
る
被
用
者
に
つ
い

て
は
、
当
該
他
方
の
締
約
国
内
で
雇
用
契
約
を
締
結

し
て
い
な
い
場
合
又
は
当
該
他
方
の
締
約
国
内
に
事

業
所
を
有
す
る
雇
用
者
と
雇
用
契
約
を
締
結
し
て
い

る
が
当
該
一
方
の
締
約
国
の
領
域
内
に
事
業
所
を
有

す
る
雇
用
者
の
指
揮
の
下
に
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

被
用
者
が
派
遣
さ
れ
た
日
か
ら
五
年
の
期
間
が
満
了

す
る
ま
で
、
当
該
被
用
者
に
対
し
て
当
該
一
方
の
締

約
国
の
法
令
の
み
を
適
用
す
る
。
ま
た
、
一
方
の
締

〔
条

約
〕

〇
社
会
保
障
に
関
す
る
日
本
国
と
ス
ロ
バ
キ

ア
共
和
国
と
の
間
の
協
定
（
一
）

〔
規

則
〕

〇
人
事
院
規
則
一
六

〇
（
職
員
の
災
害
補

償
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

（
人
事
院
一
六

〇

六
六
）

〔
告

示
〕

〇
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
決
議
第
千
二

百
六
十
七
号
等
を
踏
ま
え
我
が
国
が
実
施

す
る
国
際
テ
ロ
リ
ス
ト
の
財
産
の
凍
結
等

に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
三
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
公
告
事
項
に
変
更
が

あ
っ
た
公
告
国
際
テ
ロ
リ
ス
ト
を
公
告
す

る
件
（
国
家
公
安
委
一
九
）

〇
工
業
統
計
調
査
規
則
に
基
づ
き
、
工
業
調

査
票
甲
及
び
乙
並
び
に
工
業
調
査
準
備
調

査
名
簿
の
様
式
を
定
め
る
件

（
総
務
・
経
済
産
業
一
）

〇
工
業
統
計
調
査
規
則
に
基
づ
き
、
調
査
困

難
地
域
を
定
め
た
件
（
同
二
）

〇
社
会
保
障
に
関
す
る
日
本
国
と
ス
ロ
バ
キ

ア
共
和
国
と
の
間
の
協
定
の
効
力
発
生
に

関
す
る
件
（
外
務
一
三
七
）

〇
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
決
議
に
基
づ

く
資
産
凍
結
等
の
措
置
の
対
象
と
な
る
タ

リ
バ
ー
ン
関
係
者
等
を
指
定
す
る
件
の
一

部
を
改
正
す
る
件
（
同
一
三
八
）

〇
麻
し
ん
に
関
す
る
特
定
感
染
症
予
防
指
針

の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
厚
生
労
働
二
三
七
）

〇
肥
料
の
登
録
の
有
効
期
間
を
更
新
し
た
件

（
農
林
水
産
七
四
五
）

〇
生
産
業
者
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
肥
料

の
名
称
の
変
更
に
係
る
届
出
が
あ
っ
た
件

（
同
七
四
六
）

〇
肥
料
の
登
録
が
失
効
し
た
件（
同
七
四
七
）

〇
河
川
法
の
規
定
に
よ
り
指
定
区
間
を
変
更

す
る
件
（
国
土
交
通
五
八
九
）

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

国
家
公
務
員
災
害
補
償
法
第
四
条
の
三
第
一

項
及
び
第
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
平
成
四
年
人
事
院
公
示
第
六
号
の
一
部

改
正
に
関
し
、
決
定
し
た
件

（
人
事
院
公
示
一
三
）

人
事
院
規
則
一
六

〇（
職
員
の
災
害
補
償
）

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成

八
年
人
事
院
公
示
第
一
一
号
の
一
部
改
正
に

関
し
、
決
定
し
た
件
（
同
一
四
）

人
事
院
規
則
一
六

〇（
職
員
の
災
害
補
償
）

第
四
十
五
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ

き
、
同
号
の
率
に
関
し
、
決
定
し
た
件

（
同
一
五
）

人
事
院
規
則
二

四
（
人
事
院
の
職
員
に
対

す
る
権
限
の
委
任
）
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
昭
和
五
十
八
年
人
事
院
公
示
第
四
号
の

一
部
改
正
に
関
し
、
決
定
し
た
件（
同
一
六
）

国
家
試
験

第
八
十
三
回
作
業
環
境
測
定
士
試
験
の
実
施

（
厚
生
労
働
省
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁公

示
送
達
関
係

裁
判
所

免
責
、
再
生
関
係

特
殊
法
人
等

国
立
研
究
開
発
法
人
産
業
技
術
総
合
研
究

所
特
定
計
量
器
型
式
承
認
、
本
州
四
国
連

絡
高
速
道
路
株
式
会
社
料
金
の
額
及
び
徴

収
期
間
の
変
更
、
企
業
年
金
基
金
分
割
・

設
立
関
係

地
方
公
共
団
体

教
育
職
員
免
許
状
失
効
、
行
旅
死
亡
人
、

無
縁
墳
墓
等
改
葬
関
係

会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告

◇
社
会
保
障
に
関
す
る
日
本
国
と
ス
ロ
バ
キ
ア
共
和
国
と

の
間
の
協
定
（
条
約
第
一
号
）（
外
務
省
）

こ
の
協
定
は
、
日
本
国
と
ス
ロ
バ
キ
ア
と
の
間
で
年
金

制
度
へ
の
強
制
加
入
に
関
す
る
法
令
に
つ
い
て
適
用
の
調

整
を
行
う
と
と
も
に
、
両
国
で
の
保
険
期
間
の
通
算
に
よ

り
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
お
け
る
年
金
を
受
給
す
る
権
利
を
確

立
し
、
も
っ
て
両
国
間
の
人
的
交
流
・
経
済
交
流
の
促
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
の

大
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１

総
則協

定
の
対
象
は
、
日
本
国
に
つ
い
て
は
、
年
金
制

度
に
関
し
、
国
民
年
金
及
び
厚
生
年
金
保
険
と
し
、

ス
ロ
バ
キ
ア
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
険
法
の
年
金
給

付
（
老
齢
給
付
、
早
期
退
職
に
伴
う
給
付
、
障
害
給

付
、
寡
婦
及
び
寡
夫
に
対
す
る
給
付
、
孤
児
に
対
す

る
給
付
並
び
に
同
等
に
す
る
た
め
の
補
足
給
付
）
に

関
連
す
る
条
及
び
社
会
保
険
法
の
社
会
保
険
へ
の
加

入
に
関
連
す
る
条
と
す
る
。（
第
二
条
関
係
）

協
定
は
、
一
方
の
締
約
国
の
法
令
の
適
用
を
受
け

て
い
る
者
又
は
受
け
た
こ
と
が
あ
る
者
等
に
つ
い
て

適
用
す
る
。
第
三
条
に
規
定
す
る
者
で
あ
っ
て
一
方

の
締
約
国
の
領
域
内
に
通
常
居
住
す
る
も
の
は
、
当

該
一
方
の
締
約
国
の
法
令
の
適
用
に
際
し
、
当
該
一

方
の
締
約
国
の
国
民
と
同
等
の
待
遇
を
受
け
る
。（
第

三
条
及
び
第
四
条
関
係
）
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